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請 願 番 号 請 願 第 41-2 号 受理年月日 平成2 5年 1 1月 2 8日

修学資金貸付制度の拡充並びに介護福祉士養成に係る離職者訓練

（委託訓練）制度の継続実施に関する請願

【請願の要旨】

高齢化の進展に伴い、要介護高齢者の増加や介護期間の長期化

など介護に対するニーズが増大する一方、核家族化、家庭介護者

の高齢化など要介護高齢者を支える家族を巡る状況も変化してお

ります。社会状況の変化等に伴う介護ニーズの多様化・高齢化に

対応し質の高い介護サービスを安定的に提供していくためには、

介護福祉士養成施設の体系的な教育内容のもと、高い知識と技術

を持った教員により質の高い教育を受けた優れた人材が介護現場

請願の件名 に従事することが必要です。介護人材の中核となる優れた介護福

祉士人材養成と確保のための大きな魅力となっている介護福祉士

等修学資金貸付制度の拡充強化・継続を要望するとともに、雇用

対策としての介護福祉士養成に係る離職者訓練（委託訓練）制度

は、介護福祉士養成施設の教育の中で定着しており、入校生の学

習意欲も高く、修了生の就職先での評価も得ていることなどから

今後における施策の継続と恒久化を要望するものであります。

【請願事項及び理由】

介護福祉士養成に係る離職者訓練（委託訓練）の継続実施及び

施策の恒久化について

①この訓練制度で学ぶ者は介護の専門性を理解し、学習意欲も

極めて強いことから、質の高い介護福祉士の養成が期待でき

ること

②社会人経験があり介護の専門性を理解する者とともに学ぶこ

とが、高等学校を卒業して養成施設に入学した者に対する教

育の質の向上につながっていること

③高学歴の者が多く、社会人としての経験が豊富であることか

ら就労後の経験・研鑽を積むことにより今後の介護分野にお

ける中核的人材としての活躍が期待できること

④高等学校からの入学者が大幅に減少している状況下にあっ

て、優れた人材を確保し今後の介護を支える質の高い介護福

祉士を養成することが、国民の期待に応え高齢者や障害を持

つ者が安心して安全に暮らしていくことのできる社会の実現

に欠かせないこと



⑤当協会の２度にわたる調査においてもこれらの制度で学んだ

者の85％が取得資格を生かし介護福祉職として就労してお

り、体系的な教育に基づき修得した知識・技術は就労先現場

でも高い評価を得ていること、また、教育効果の反映として

今後も制度の継続及び恒久化を希望していること

上記の通り請願いたします。
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